
JIS C 6950　適合確認書　記入例
	　　　　　　　判定欄の記入　（試験結果の判定を記入する。）

　機器は要求事項に対して適用外である。　　  　：　“Ｎ/Ａ”と記入する。　（Ｎｏｔ　Ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ）

　機器は要求事項に適合している。　　　　　　　 　：　“Ｐ”と記入する。　 　（Ｐａｓｓ）

　機器は要求事項に適合していない。　　　　 　 　：　“Ｆ”と記入する。　  　（Ｆａｉｌ）



	　　　　　　　確認欄の説明
　目　（目視） 　　　　　　　　　    　　        　　　　　：　要求事項を目視検査で確認することを示す。
　非　（非破壊）　　　　　  　　　    　　        　　　　：　要求事項を非破壊試験（測定など）で確認することを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示す。

　破　（破壊） 　　　　　　　    　    　　　        　　　：　要求事項を破壊試験（絶縁耐圧など）で確認すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 を示す。
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機器の詳細事項

　機器の移動性　　　　 　　　　   　　　　　　：　可動型機器 ／ 手持型機器 ／ 可搬型機器 ／ 据置型機器

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　組込型機器 ／ ダイレクトプラグイン機器


　動作状態　　　　　　　 　　　　   　　　　　　：　連続動作 ／ 短時間動作 ／ 間欠動作

　主電源公差　　　 　　　 　　　         　　　：　＿＋ ６　％　， －１０ ％＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿


　ＩＴ電源システム用として試験された   　：　Ｙｅｓ ／ Ｎｏ

　ＩＴ試験、相間電圧（Ｖ）　　　　　 　    　　：　＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　機器のクラス　　　　　　　　　　　      　　：　クラス0Ⅰ／クラスⅠ ／ クラスⅡ ／ クラスⅢ 

　機器の質量（kｇ）　 　　　　　　         　　：　＿１０ ｋｇ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　機器の最高周囲温度（℃）　　        　　：　＿４０ ℃＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　水の浸入防止　　　　                        ：　附属書Ｔの保護等級　＿０＿ 　　／ 適用外

　レーザのクラス　　　　　　　　　　 　　　：　＿クラス １ レーザ機器＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿




	項番
	要求項目
	結果
	確認
	判定

	1.6 
	電源インタフェース
	P

	1.6.1
	AC電源分配システム 
TN,TT又はITに分類される。（附属書V参照）
	
	－
	－

	1.6.2
	入力電流
	P

	
	通常負荷状態で定格電流の110％以下でなければならない。
	表1.6.2 を参照
	非
	P

	
	複数の定格電圧値がある時は、それぞれの定格電圧で測定する。
	
	非
	N/A

	
	1つ又はそれ以上の定格電圧範囲を有する場合は、定格電圧範囲の上下限で測定する。
	表1.6.2 を参照
	非
	P

	
	表1.6.2に記入する。
	
	－
	－

	1.6.3
	手持型機器の電圧限度

定格電圧は250V以下でなければならない。 
	
	目
	N/A

	1.6.4
	中性線 
	P

	
	中性線は接地および器体から絶縁されていなければならない。
	
	目
	P

	
	中性線と接地との間に接続したコンポーネントは、相導体と中性線間の電圧に等しい動作電圧の定格をもっていなければならない。
	
	目
	P

	1.7
	表示及び取扱説明書
	P

	1.7.1
	電源定格
	P

	
	機器には電源定格を表示しなければならない。
	
	目
	P

	
	操作者が設置する機器では、表示は操作者アクセスエリアで容易に見えるように表示する。
	側面に表示
	目
	P

	
	電圧切替器か操作者がアクセスできない場所にある場合、機器の製造段階で設定された定格電圧を表示する。
	
	目
	N/A

	
	18 kg を超える機器の底面への表示は認められない。
	側面に表示 
	目
	P

	
	据置形機器は通常の設置状態で表示が見えなければならない。
	
	目
	N/A

	
	サービス従事者が設置する機器でサービス従事者アクセスエリアに表示されるときは、恒久的な表示の位置を設置指示書に明示するか、又は容易に確認できるマーカにより機器に明示しなければならない。
	
	目
	N/A

	
	定格電圧、又は定格電圧範囲をボルト（Ｖ）で表示する。
	100 – 240 V 
	目
	P

	
	定格電圧範囲はハイフン（－）で結ぶ。
	100 – 240 V 
	目
	P

	
	多重定格電圧範囲は、斜線（／）で区分する。
	
	目
	N/A

	
	単相三線式電源システムのいずれの相導体と中性線にも接続する機器は、斜線で区切って各相導体と中性線間の電圧を表示する。

さらに、「三線プラス保護接地」、「3W+PE」等の表示をする。
	
	目
	N/A

	
	直流専用機器の場合、電源の種類を表す記号の表示をおこなわなければならない。  
	
	目
	N/A

	
	定格周波数又は定格周波数範囲をヘルツ（Ｈｚ）で表示する。 
	50 / 60 Hz
	目
	P

	
	定格電流又は多重定格電流をアンペア（Ａ）  又はミリアンペア（ｍＡ）で表示する。
	5 A Max.
	目
	P

	
	ユニット群機器の場合は、電源に直接接続するユニット上に表示が必要。定格電流は合計値で表示する。
	
	目
	N/A

	
	製造業者の名称、商標、又は識別表示を表示する。 
	JEITA CORP.
	目
	P

	
	 モデル名又は型式を表示する。 
	
	目
	P

	
	クラスⅡ機器の場合は60417-1-IEC-5172の記号を表示する。 
	
	目
	N/A

	
	記号はISO 7000又はIEC 60417-1に該当する記号がある場合にはそれに従わなければならない。 
	
	目
	N/A

	1.7.2
	安全性に関する取扱説明書
	P

	
	危険がないことを確実にするために必要な、いかなる条件についても、十分な情報を使用者へ提供する。
	
	目
	P

	
	動作、設置、保守、輸送、又は保管する際に特別な予防措置が必要な場合には、説明書を用意する。
	
	目
	N/A

	
	取扱説明書および使用者設置のプラグ接続機器の設置指示書は、使用者が入手出来なければならない。
	
	目
	P

	
	電源遮断デバイスが組み込まれていない機器、又は電源コードのプラグを抜くことによって電源を切る機器は、設置説明書に必要な注意事項を記載する。
	
	目
	P

	
	恒久接続機器は、容易にアクセス可能な電源遮断デバイスを建造物電気接続配線に組み込まなければならない。
	
	目
	N/A

	
	プラグ接続機器は、機器の近傍に容易にアクセス可能なコンセントを備えなければならない。
	
	目
	P

	
	オゾンを発生する機器は安全のための予防措置が設置説明書と取扱説明書に記載されなければならない。
	
	目
	N/A

	1.7.3
	短時間繰返し動作
短時間動作機器は、定格動作時間の表示をする。間欠動作機器は、定格動作時間と定格休止時間の表示をする。
	
	目
	N/A

	1.7.4
	電源電圧調整
	P

	
	サービス又は設置説明書に調節方法を記載する。
	
	目
	N/A

	
	必要な場合は、電源定格表示、又は近傍に説明（注意表示）を表示する。
	
	目
	N/A


	項番
	要求項目－試験
	結果
	確認
	判定

	5
	電気的要求及び異常状態の模擬

	5.1
	タッチカレント及び保護導体電流
	P

	5.1.1
	一般要求

タッチカレント又は保護導体電流いずれからも感電の危険を生じないように設計し、組み立てる。
	
	－
	－

	5.1.2
	供試機器

AC主電源毎に試験を行う。
	
	－
	－

	5.1.3
	試験回路

機器は図5A又は図5B、若しくは適切な場合には、IEC 60990の図7,9,10,12,13,14の試験回路を用いて試験を行う。
	図5Aを使用した。
	－
	－

	5.1.4
	測定器の接続 

附属書Ｄの測定器の一つ、又はそれと同じ測定結果が得られるその他の回路を用いて行う。 
	図D１を使用した。
	－
	－

	5.1.5
	試験手順
	－

	5.1.6
	試験測定
	P

	
	試験電圧(V)
	    254     Ｖ
	－
	－

	
	タッチカレント(mA)
	L to PE:

N to PE:

U2/500＝　750 mV　/500＝　1.5 mA
	非
	－

	
	最大許容電流(mA)
	                        mA
	－
	－

	5.1.7
	タッチカレントが3.5 mAを超える機器

- 入力電流の5 %以下でなければならない。

- 保護接続導体の断面積が表3Bよりも大きく、最低でも1.0 mm2以上でなければならない。

- AC主電源の接続部近傍に警告ラベルを添付しなければならない。
	
	目・非
	N/A

	5.1.8
	TCN回路を接続する外部回路への及びTCN回路を接続する外部回路からのタッチカレント
	N/A

	5.1.8.1
	TCN回路を接続する外部回路へのタッチカレントの制限
	N/A

	
	試験電圧(Vac)、周波数(Hz)
	                 Vac          Hz
	－
	－

	
	タッチカレント(mA) ≦0.25 mA
	                 mA
	非
	N/A

	5.1.8.2
	TCN回路を接続する外部回路からのタッチカレントの総量 

a)またはb)のいずれかの要求事項に適合しなければならない。
	N/A

	
	a) 接地されたTCN回路の外部接続ポートを持つ機器の場合、1）、2）、3）を満足しなければならない。

１）∑I１ が3.5 mAを超える場合は次のそれぞれを満足しなければならない。

- 電源コードの保護接地導体に加えて保護接地への永久接続を備えていなければならない。

- 保護接地への恒久接続は、機械的に保護している場合2.5 mm2以上、それ以外の場合4.0 mm2の断面積を備えることを設置指示書に規定していなければならない。

- 警告ラベルを恒久接続部の近傍に添付しなければならない。

2)∑I１にI2を加えた値は、表5Aの限度値を満足しなければならない。

3)該当する場合は、5.1.7 に適合しなければならない。
	
	目・非


	N/A

	
	b)TCN回路の外部接続ポートが保護接地に関係していない供試機器

- TCN回路の外部接続ポートが保護接地に関係しない場合、それぞれの外部接続ポートは5.1.8.1 に適合しなければならない。

- TCN回路の外部接続ポートのすべて又は一部のグループが共通接続を持っている場合、共通接続からのタッチカレントの総量は3.5 mAを超えてはならない。
	
	目・非
	N/A

	5.2
	耐電圧
	P

	5.2.1
	一般要求事項

機器固体絶縁物は、5.2.2 に基づき、十分な絶縁耐力を持たなければならない。
	
	破
	P

	5.2.2
	試験手順

（表5Bを参照）
	(付属の表5.2に記載)
	－
	－

	5.3
	異常動作及び故障状態
	

	5.3.1
	過負荷及び異常動作に対する保護

機械的若しくは電気的過負荷、破損、異常動作、又は不注意な使用によって、火災又は感電の危険ができるだけ生じることのないような構造になっていなければならない。
	(付属の表5.3に記載)
	破
	P

	5.3.2
	モータ

（附属書Bを参照）

過負荷、回転子拘束、その他異常状態のもとで、モータは、温度が異常に高くなり、しかも、それがもとで危険が生じることのないようになっていなければならない。 
	(附属書Bに記載)
	破
	P

	5.3.3
	変圧器

（附属書C.1を参照）

過負荷に対して変圧器を保護しなければならない。
	(附属書Cに記載)
	破
	P


	5.3
	表 ： 異常試験データ
	P

	周囲温度
	25ﾟC
	－

	電源装置のモデル名/番号
	PS100001
	－

	電源装置の製造者
	JEITA CORP.
	－

	電源装置の定格
	
	－

	
	入力電圧
	100 – 240VAC
	－

	
	入力電流
	5 – 2.1A
	－

	
	周波数
	50/60Hz
	－

	
	出力定格
	+5V/6A,  +3.3V/60A,  +12V/2A
	－

	
	
	
	－

	
	
	
	－

	
	
	
	－

	No.
	部品番号
	故障状態*
	試験電圧

(V)
	試験時間
	温度(℃)
	耐圧試験
	詳細な結果の記述

	 1
	ファン
	ロック
	254
	63分
	70
	DC4242V
	正常動作

温度上昇は

35℃

	 2
	側面

開口部
	ふさぐ
	　90
	2.5時間
	70
	DC4242V
	正常動作

温度上昇は

35℃

	 3
	DC-DC

converter
	Short
	240
	 -
	 -
	DC4242V
	異常なし
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